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金研の国際化について1
_ボ ス ・ ドク ー
櫻井 利夫(本 研究所 表面物性部門教授)
lMRNewsの 担当の方から"金 研の研究者の中 メリカで結構criticalに異なっていることに気がつ
に外国入の占める割台が年々増加 しτおり、客員 きました。(この事については紙面の都合でまた別
部門や各種の派遣研究員など短期滞在の研究者の の機会に詳しく述べたいと思っていますので割愛
みならず、深瀬研究室や福田研究室 でば正規の助 いた します。)そ こで日本、アメリ力双方のシス
教授席にも外国スが在籍 しτ活躍 しτωる状況を テムの良いところをうまく利用 した研究室の運営
踏まえ、金研における研究者の国際化に闘連 した をと考えま した。その内で研究の国際化と切 り離
記事を"と のお話しをいただきました。 せず、かつ研究室の運営における最重要 ・中心課
私の研究室を多少ともこ存 じの方は、"外国人が 題は人事と言いきって間違いありません。多くの
多いIP、11スタ ッフの回転が速いTtとの印象を持たれ 世界の一級の大学および研究所に共通で、Bell研
ているのではないで しょうか?こ の感想は的を 究所には限 らない事と思いますが、私の実感とし
得たもので、私のアメ リ力特にBell研 究所におけ てBell研 究所の人事面における秀でた方針は、ポ
る経験から得た研究室運営の基本方針を反映 した ス ・ドク(post-doctoralfe110w)の 重要性を認識
ものです。 してその採用に当たってはアメリ力人、外国人の
私は博±課程一年生の時(1970年 夏)い わゆる 差別無 く大きなプールか らベス トなfreshPh.D.
東大紛争で研究装置を壊され、困っていた時に恩 を厳 しい選抜で選び、魅力的な好条件で可能な限




しま したが、これが私の"国 際化"な るものとの(お よび研究所)に おける国際化への最善最短の道
最初の接点です。その後Mueller研 究室でPh.D.は これ以外にはないのではないでしょうか。勿論
を取得 し、Bell研 究所に職を得て三年あま り滞在 ボス ・ドク制度以外にも日本で近年広く行われて
し、Mueller先 生の退官時にその空席に応募 して いる高名な一流の研究者を短期間招膀するとか、
助教授として母校で教育 ・研究に携わり1981年 アメリカを主としたsabbaticalleaveを 利用 した
に東大物性研究所で表面研究のグループを持つた 一般の研究者の招待 ・受け入れとかの国際化も有
めに帰国するまでおおよそ12年 間にわた りアメ リ 効 で は あ ります が 、 これ らの 制 度 は結 局 は
力のシステムに完全に浸って仕事をしました。passiveな 人的交流に力点が置かれていて研究の
1981年 に日本に戻 り自分自身の研究室をスタ 国際化にはあま り効果が無いとの言うのが私の実




蒙と言 う意味あいを持 って有用で、私の狭い限ら 陰 りの影響が見え始めた頃だと思います。 したが
れた 経験 ではい わゆる先 進国 に はこの よ うな って、私よ り5年 以」二先輩の研究者にとっては欧
fellowshipは 極めて特殊なケースを除いて存在 し 米でのボス ・ドクは夢の実現であ り、5年 以上後
ないように思います。あらゆる国際会議に多数の 輩には、"わざわざ渡米 してまで冒〒といった感 じか
日本の研究者が出席 し、またe-mail、CNN等 で最 もしれません。給与の面でもこの時期は円高が急
新の研究成果 ・情報が瞬時に世界を駆けめ ぐる昨 に進んだときで、ボス ・ドクの契約が決まったと
今、日本でこのような無駄な制度出費は再検討す きには当時の日本の新任の助手の2倍 の年俸が2
べきではないで しょうか。かわ りにボス ・ドク制 年後の帰国時にはほぼ同程度になっていました。
度の質 ・量の改善拡充を切に希望するものです。 私の博士の研究はア トムプローブによる探針試
このような背景からここでは研究(所)の 国際 料の微細構造解析で したが、ボス ・ドクの研究は
化 に本質的なボス ・ドクに焦点をあて、実際にア 表面EXAFSに よる表面構造解析です。表面科学《





原文のまま掲載 していただくことにしま した。賢 また多額の研究資金が必要であるため博 門家"で
明なる読者諸兄にはこ理解いただけると信 じます。 ないとなかなか手を出 し難いところがあ ります。
幸いに、私の指導研究者であったP,Citrin博 士は
ボ ス ・ ドク の 勧 め 話すのが好きでかっ語学に堪能かっ寛容でありま
(株)日 立製作所基礎研究所 橋詰富博 したので、拙い英語の私 を相手 に表面EXAFS、
表面物理、シンクロ トロン、真空技術をはじめ生
難 羅 罐 搬 鍔簾課 警講箋壽 活文化にいたるまで萬 間さえあれば日に数鯛
歪瀦 騰 潔 講 讐羅鵠灘 鋤嬬霧 は謙 をしました・非常に充実した楽しい研究生
鱗 存『黎 藁 繍 孟講 潔開額 捻 活でありました・
10月からは日立製作所基礎研究所嘱託主任研究員として 研究の仕方 で特 に印象的で あ ったの は、問題点
活躍中。
の解決法で した。議論を していて二人ともわから
最近は日本でもボス ・ドク制度が定着 しつつあ ないことがあると、廊下に出て2～3分 早足で歩
りますが、私がボス ・ドクで経験 した こととポ いてその問題に詳 しいと思われる研究者の部屋に
ス ・ドク研究員と一緒に研究 した経験をふまえて、 行き、30分 ほど3人 で議論(こ の場合は私を除
博士号をこれか ら取得 しようとする大学院生 と博 く2人 はフルスピー ドの英語になりますので、全
士号取得直後の研究員を採用する リーダー研究者 部は聞き取れないのですが)を すると解決法にめ
に、ボス ・ドクの勧めをしたいと思います。 どがついていたことが何度もありま した。もちろ
私がベル研でボス ・ドクを したのは1986年 ん、世界中のすべての研究所でこれができるとは
～87年 でもう10年 も前のことにな ります。ち 思いませんが。
ようど日本の研究 ・生活 レベルがかな りのスピー 博士号を取得 した研究員は独自に研究を推進す
一3
るわけですが、ボス ・ドクの場合は新 しい手法を 下さい。特に、アメリカや欧米の研究場所(ど こ
習得するという内容が研究の一部を占めても良=く、 でも良いとは思いませんが)で のボス ・ドクもメ
多 くの場合は、それを自然 に受け入れることがで リッ トが大きいと思います し、国内でも、大学で
きる最後のチャンスであるとも言えます。もちろ の博士号取得者は企業で、企業での博士号取得者
ん、研究人生にはその後も新 しいことを学習する は大学でボス ・ドクをするといったことは、今後、
ことは何度もあ りますが、その場合は自分 にそれ 大学企業双方の研究活性化 に不可欠なことだと思
までの経験 による知識の幹があり、その幹に新 し います。
い枝を育てるか幹をさらに太 くするようなものに 逆に、博±号取得直後の研究員を採用するリー
なります。ボス ・ドクでは初めて幹を創る研究者 ダー研究者に、ボス ・ドクの勧めを したいと思い
も多いと思います。また、世界中の一流研究者と ます。私が金研の桜井研で助教授を務めていたと
知り合いになるのに良い機会でもあ ります。さら きの主力実行部隊はボス ・ドク研究員であったと
には、基礎/応 用、大学/企 業での研究および国 言っても言い過ぎであ りません。ベル研やIBMで
によってどんな違いがあるのかを感 じ取ることに も同様のことが言えます。ボス ・ドクがグループ
もなるかもしれません。ともかく、ボス ・ドクは の研究を活性化する要因の一つは、ボス ・ドクの
"井のなかの蛙 の視野をひろげる最良の機会です
。 期限が限られていて、それまでにまとまった仕事
最近の若者は(な どと言 う年齢になって しまい をしないと次の職が見つからないことにあること
ましたが)、 日本の経済 ・生活環境の向上に伴い保 は確かだと思います。また、大学院での経験をも
守化 していると言われています。個人的にはその とに独自の研究世界を創 り上げようと、生涯で一
意見には反対で、今の若者は"わ ざわざ○○ して 番意欲的で怖いもの知 らずに研究に打ち込めると
まで"と いう感 じがあるだけだと理解 しています。 きである訳です。 しかし、ここでは大学院とは異
その言葉を使わせてもらえば、少なくとも若いう なる研究を進めようとしているわけですから、ポ
ちは、博士号を取得してすぐ"わ ざわざ永久就職 ス ・ドクを受け入れる方でも、単に、人手が要る
してまで"生 活を安定化させることもないのです。 からという安易な理由では困ります。したがって、




年は、政府の制度や政府関連のプロジェク トでポ 研究 リーダーの方は良 く理解されていると思い
ス ・ドクのポジションが急増 しています し、企業 ますが、2～3年 で成果があがるための研究環境
でのボス ・ドクも見られ始めています。日立基礎 や設備を適切に提供する義務があ ります。また、
研でも、国内外の博士号取得研究者を対象に した 適当な研究課題の設定も重要であると思います。
ボス ・ドク制度を設けています(詳 細はWWWを 次に、十分な実績をあげることが出来たボス ・ド
参照下さい)。 したがって、これから博士号を取得 ク研究員が次の職をスムーズに得 られるための制
しようとする研究者には、ぜひ、ボス ・ドクで自 度や環境はボス ・ドク制度拡充の一環として整備
分の研究の幅を拡げることを勧めたいと思います。 する必要があると思います。勿論、求人をいくつ
そ して、在学する大学院とは別の場所で、同 じ分 か知っていてそれに推薦できるといったことも含
野でも博±研究とは異なる方向での研究を選んで めてですが。さらに、給与やその他の待遇は十分
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に考慮する必要があると思います。ベル研やIBMた とえば金研時代ア トムプローブで行った仕事
のボス ・ドクの魅力は、研究所のネームバリュー のひとつとして、CoCr基 磁性薄膜のナノ組織解析
だけではなく大学と比べ2倍 以上のボス ・ドクの があるが、この研究はまさにPostDoc時 代の研
給与にも支えられていたと言えます。`わ ざわざポ 究の延長であ り、PostDoc経 験を抜きにしては
ス ・ドクを してまで"厳 しい生活を選び頑張 って 思いつかなか ったテーマである。さらにナノ結晶
研究 しようとする若者に好待遇のおまけくらいは 軟磁性材料のア トムプロープによる研究も、構想
あげても良いのではないで しょうか。 自体はPostDoc時 代に培 った物である。このよ
一 うな私 自身の経験か ら、博士号を取得 したばか リ
ポ ス ・ ドク 制 度 に つ い て の乱 、研究者がpe「manentな ポス トにつく前に・
金属材料技術研究所 宝野和博PostDocと して研究経歴を積むことを大いに勧
一 めたいし、また将来PostDocを 経験 しようとし
ぐ 羅 鰍 螺 騙黎 灘 禦 鷲 贈妾審 ている若し'人たちには・是ヲ巨とも自分の朝 分野
ス ・ドク研究員を経・1990年2肋'ら1995年3月 まで本所表面 か ら 少 し距 離 を お い た 仕 事 に チ ャ レ ン ジ で き る よ
物性部門助手を務めた。金研在職中、ア トムブロープ、TEMを 駆使
した独創的な研究で材料科学分野における若手を対象にした賞を総 う な ポ ス トを 探 さ れ る こ と を お 奨 め した い 。
鱗 茎在羅 葺蕗 灘 して1995年4肋 ら金属材料技術 桜#m究 室は教働 ミ飲兵衛でユニークであると
いうだけではなく、あらゆる点でユニークな研究
私は1988年6月 か ら1989年8月 の一年あま 室であった。アメ リカの研究室の良い点と、日本
り、カーネギ ・メロン大学でPostDooと して磁 の研究室の良い点をつまみ食い したような研究室
性材料の微細構造 に関する研究 に従事 した後、 であった。私がア トムプローブの研究を軌道に乗
1990年2月 から1995年3月 までの5年 あまりを せかけたときに、桜井教授は金研の"助 手の有効
金研桜井研究室に助手として勤務した。私がPost利 用"tの 制度を用いてPostDocを 採用するよう
DOCの ポス トを探す際に留意 したことは、それま に提案された。人選の大部分は私に委ねられ、こ
での専門分野にこだわらず自分 自身の経験と視野 のために日本の ヒエラルキーの厳 しい研究室とし
を広めるためにあえて大学院時代に行 った研究内 ては例外的に、助手がPostDocの 人選を行い、
容と異なった研究をおこなうということであった。 実質上、助手にPostDocが つくような思い切っ
磁性材料には学生時代から漠然 とした興味を有 し た計らいをいただいた。人選に当たってはMRS
ていた し、基礎学問として学んできた相変態を実BulletinとJOMに 公募広告を出し、広く世界中の
用材料に応用できる分野であ ったので、磁性材料 若い研究者か ら候補者を募 った。広告ではア トム
の微細構造解析という研究テーマを大いに楽 しむ プローブの経験は一切不問とし、む しろ研究の基
ことが出来た。また実験手法も、それまで興味は 礎となるPhysicalMetallurgyに おける基礎的な
抱いていたものの本格的に取 り組むことのできな バックグラン ドを重視する事を強調 した。この広
かった電子顕微鏡法であったので、このときの経 告に対 して世界中から約50名 の応募があり、履歴
験は非常に有益であった。金研でア トムプローブ 書から適当と判断された候補者の意見書を候補者
を主たる手法として金属材料の研究をすすめるこ の指導教官などに請求 し、候補者をさらに絞 った。
とになったとき、PostDoc時 代に広げた興味の ここで特記 しておきたいのは、一般にアメ リカの
対象が、研究テーマの設定 に大いに役に立 ったの 意見書には候補者に対するかなり率直な意見が書
は言 うまでもない。 かれている ことである。日本の推薦書のように、
-5一
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だれでもベタほめといったいい加減なものはほと は通用しない論理である。
ん どないので、面接の機会を設けることのできな またPostDoc採 用のためにJSPSfellowship
い外国からの候補者の人選に際 して、意見書は重 やSTAfellowshipの 活用も考えられるが、これ
要な資料となった。また最近ではproceedingsの らのfellowshipの 採用決定権はJSPSやJRDCに
氾濫により論文数が異常に多い大学院生も見られ あるので、慎重かつタイムリーな人選はとても行
たが論文数はそれほど重要では無かった。どの様 えないのが現状である。 これ らの制度を使 うと、
な雑誌 に質の高い論文を出 しているかが重要な判 候補者がJSPSやJRDCにfellowshipの 申請を行
断基準で、論文数があまりに多いと、かえって掲 い、これが採用されるとホス ト研究者のもとで、
載誌の質や、firstauthorで あるかどうかなどに 研究が行えるという制度であるので、ホス トが公
かなり注意を払う結果となった。このような経過 募を行って、適当な人材を選ぶことが不可能であ
を経て私が在職中にDr.S.BabuとDr.S.P.Ringerる 。そもそもFeliowとPostDocで は大きな違い
の両氏をPostDocと して採用 し研究を行 う機会 があり、現在あるfellowship制 度のもとでは理想t
が得られたのは、非常に幸運であ った。私が金研 的なPostDocを 採用する事は極めて困難である。
に在職中にある程度の研究成果が得 られたのも、 従 って、金研の様 に助手のポス トを割 り当てて
これらの優れたPostDocと 研究を行う機会を与PostDocを 採用するという制度は、極めて先進
えて下さった桜井教授によるところが大きい。 的で優れた制度であるといえる。
PostDocの 人選で難 しいのは、人選期間が長 研究は装置が行 うのではなくて、人が行 うもの




ならない。金研の"助 手の有効利用"を 利用 した 採用されれば定年まで地位が安泰という制度のも
場合、最終決定が教授会に委ね られているので最 とでは、それだけ一層慎重に人選を行わなければ
終的な採用通知を出すまでに、かな り時間を要 し アクティビティの高い研究環境を維持することは
候補者が採用通知を辞退することも十分に起こり 不可能である。日本でPostDocの 制度が定着し、
うる。実際、我々が採用通知を行 う前に採用通知 国立研究所や大学の職員 となるにはPostDoc経
を1カ 月後に出すが辞退 してもらっては困るとい 験を有することを採用条件とすれば、よ り良い人
う、非論理的な約束を候補者から取 り付けなけれ 選が行われることになるのではないかとつねつね
ばな らなかったのには苦労 した。ある候補者か ら 思っている。PostDocの 中で優れた研究を行っ





なかなか世界に開けた研究環境を整えることは出 して、研究者 としてのポス トを得ようとすると、




金研 に滞在 して感 じるこ と
大__府___授 〉`』
平成8年4月 より伝統ある金研の客員として原子 めてlOO名 を越え、教官数では金研に匹敵する規
力材料物性学部門の山口貞衛先生、長谷川雅幸先 模になっています。しか し、研究対象分野が物理




分解能電子顕微鏡を拝借するようにな り、その後 りの教官は必ず しも放射線をキーワー ドとは して
度々来仙 しておりましたが、その度に建物が新 し おりません。例えば新研究棟には放射線管理区域
くな り、その変貌と充実のテンポの速さ『に感[嘆し は無 く、その代わ りにグ レー ド10か ら1000ま
てお りました。偶々客員の制度があることを知 り、 での3段 階のクリーンルームが設置され、共同研
設備の整った金研でしばらく仕事が出来ればと思 究であれば企業にも開放されます。その中で私は
っておりましたが、当時私が勤務 しておりま した 放射線を一つの基本のキーワー ドにしつつ半導体、
大阪大学基礎工学部では講義や多くの学生との関 セラミクス、金属材料に対する照射効果の研究の
係で研究室を空けることは困難でした。平成7年4新 しい展開の構想をね っている段階でしたので、





多少の抵抗もあ りま したが、思いきって環境が良 からは多くのノウハウを仕入れるつもりです。ま
く学ぶべき点の多い金研に来て良かったと感 じて た、私どもの研究所にも小型のイオンビーム装置
お ります。私の本務先の母体 は昭和34年 設立の が導入されますのでその周辺技術も山口研の方々
"大放研 の愛称で親 しまれた大阪府立放射線実験 から吸収 したいと思
っています。一方、先端研も
所であ り、平成2年 大阪府立大学付属研究所に統 発足以来1年 あま り過ぎ、設備機器や人員の点で
合、平成7年4月 に大学では最も高層の8階 建て新 問題が顕在化する時期とな り、金研の設備などの
研究棟の竣工を期に改組、拡張されて名称も先端 八一 ド面、運営に関するソフ ト面など研究面以外
科学研究所 に変更されま した。現在3研 究部門 にも勉強 したいことが数多 くあ ります。 しかしな
(1.基礎科学、2.先端材料科学、3.応 用生体科学)、 がら、取り入れようにも不可能なこともあ り金研
3研 究センター(1放 射線科学、2.ア イソ トープ、 の伝統の重みを痛切に感 じます。例えば研究室あ







やましいかぎりです。ヘ リウム液化などの全学共 す。その結果、この4月 から正式に大学院生が先
通機器の多くが教官のサービス業務になっている 端研にも来るようにな りま したが、学部に比べれ
者からみると金研のシステムは雲の上の話です。 ば学生数ははるかに少なくな っています。特に近
しかし最近の国立大学の趨勢では私達の研究所が 年のように、特定の大学において大学院重点化に
むしろ時代を先取 りしているよ うにも感 じられ、 よる定員増が進むと私達の規模の大学院では大き
金研も何 らかの方策が必要になる時期がやってく な影響の出てくることが懸念されます。金研の場




述べたように私達の研究所は良 く言えば学際的で 一ル大会、テニス大会、駅伝などの様々な楽 しい
あり、評価の装置はそれなりに充実 しつつあ りま イベン トが教職員 と学生の親睦に大きな役割を果





を作成 したいと思えば不可能なものは何も無いと さがしには苦労 しま した。特に宿泊費の安い公的
いう印象を受けます。さらに研究に対する支援 と 宿舎は門限時間があって、実験の都合次第でいつ
いう点で金研図書室の使い勝手は申し分あ りませ 帰れるか分からない場合には使いづらかったので
ん。府大先端研図書室もカー ド制による24時 間利 すが、今や本多記念館に宿泊室が用意され、構内
用可能のシステムを導入 しましたが、歴史が浅 く には東北大学共通の片平会館も完成 しま したので
しかも研究分野が多岐にわたっている分、専門雑 ち ょっと仮眠をということも可能になりました。




ませんで した。雑誌関連の予算は近年購読費の高 以上、金研滞在中に感 じるままを書かせていた
騰に予算措置が追随出来ず何れの大学も苦 しい状 だきま したが、あらためて言うまでもなく、金研
態にあるようですが金研の図書室にあっては現在 は日本のみな らず世界の材料研究のメッカである
の水準を死守されるよう切望 します。また、図書 ことは万人の認めるところであ り、今後の益々の
室では多くの学生や留学生の姿を見かけますが、 ご発展をお祈りする次第です。
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IMRニ ュー スNo.25外 か ら見 た金研
金属 とい う名 を持つ研 究所 の
併任助教授 になって
松原 英一郎(京 都大学工学研究科 助教授〉
私が現在所属 している京都大学材料工学教室と できる機会を得たことは、井上先生を始め、この
てその例外ではないが、日本の多 くの大学の学科 研究所の他のスタ ッフの皆様のこ助力があればこ
の名前か ら、金属という文字が消えて しまった。 そであると深 く感謝 している。
その中で、金属材料という名前の研究所があ り、 今回の客員研究員としてのテーマは、これまで





光太郎先生を記念 して設立された本多記念会か ら の局所構造と熱的安定性機構 との研究に関するも
奨学金を貰ったのがきっかけである。そして実際 のである。特に今回は、この春の金属学会で井上
に金属材料研究所を訪れたのは、それから5年 後、 先生らのグループが発表 したNd-Fe-Al系 非晶質合
アメリカか ら帰国 して、東北大学選鉱製錬研究所 金で、組成によっては、結晶化温度が融点の約9
(現在、素材工学研究所)の 助手として赴任 した時 割近 くにも達するが、その反面、これまでの金属




、Ph.Dの 時代に行って 急冷法で作製 した リボン材と急冷 した金型への鋳
きた研究とは全く違 う非晶質物質の構造解析の研 込みによって作製 した板材とでは、磁気的特性が
究を選鉱製錬研究所の早稲田先生の下で行うよう 異な っている。そこで本研究では、X線 回折法に




しい非晶質物質や準結晶物質などをX線 回折的手 ヶ月が立ち、後2ヶ 月ばかりしかないが、金属材
法 により構造評価を行ない、これら非周期系物質 料研究所の研究の発展に少 しでも貢献できればと
の局所構造と物性との関わ りに関する研究を行 っ 思 っている。そ して今後、さらに共同で研究が行






代表 者 菅 滋正
(大阪大学基礎 工学 部 教授>
1.は じめ に に次の発展 につ ながる研究 構想 を全国的な規 模で
本研究会 は主催 を東北大学 金属材 料研究所 、後 議論す ることを 目的と した 。社会 的要請の 強い機
援 を 日本分析 化学会 東北支部 と同X線 分析研 究懇 能 材料開発 と基礎 的な電子物 性評価 は切 っても切
談会 で、平成8年8月22日(木)、23日(金)れ ない関係 である とい う意 味で 、基礎 物理 か ら材
の両 日・金属材 料研究 所2号 講 堂 において 開催 さ 料 開発、分析 化学 に至 る研究 者が一堂 に会 して議
i
れた。近年放射光X線 ・軟X線 を用いた固体、中で 論する ことは有意義であ った。'
も磁性 体や強相 関系物 質の高分 解能の 分光研究 が
世界 的 に急速 に発展 している状 況の もとで、我 が2.プ ログラム
国 における研究 の現状 や装置の状 況 についての 情 プログラムは次のとお りである。
報 を交換 し、 また実験 と理論家双 方の参 加のも と
一
マンガンと鉄のシアン化合物と酸化物のX線 光電子とX線 発光スペク トルの関係(東 北大 金研)奥 正興
C◎化合物の高分解能蛍光X線 スペク トルとLaCoO
3のスピン反転shake-down(京 大 工)河 合 潤
モット絶縁体と近藤絶縁体の高分解能光電子分光(東 大 理)藤 森 淳
強相関物質の高分解能光電子分光(Ce,Yb系 およびMn酸 化物)(阪 大 基礎工)菅 滋正
高温超伝導体の高分解能光電子分光(東 北大 理)高 橋 隆
LifetimeBrて)adeningofphotoholeingraphitemeasuredbyangle-n∋solvedphotoerrission
(SeoulNationalUhiv.)Se-JungOh1
遷移金属化合物の内殻スペクトルにおける固体効果(山 口大 教育)岡 田 耕三
多重項を考慮 したクラスター模型に基ずく銅酸化物のスペクトル関数(広 島大 理)田 中 新、 城 健男
アクチノイ ド化合物のXPSの 理論(東 大 物性研)小 笠原 春彦
一
強磁性体のスピン分解光電子分光(東 大 物性研)柿 崎 明人
強相関物質の共鳴逆光電子分光(東 大 物性研)辛 埴
固体共鳴光電子分光におけるspectatorAuger電 子(分 子研)小 杉 信博
Nの 内殻XPSお よび共鳴光電子スペクトルのMLDAD(磁 気二色性)
(阪大 基礎工)今 田 真、 斎藤 祐児、 曹 滋正
金属超薄膜のサイズ効果(東 北大 理)佐 藤 繁




近年精力的に開発実用化された固体電子物性研究 ギ ャ ップ の 異 方 性 が 明 らか にな って き た 。





能50-15meV、 試料温度30-8K程 度から室 子分光から決めたフェルミ面形状とdeHaas測 定
温付近までの測定が全国数箇所で可能になってい から決めたフェルミ面形状の違いの解明が今後の
る。特に放射光を用いた内殻準位共鳴光電子分光 検討課題である。
では、フェルミ準位付近の電子状態についてその さらに高エネルギー領域(遷 移金属2p内 殻、希
対称性(た とえば希土類の4f状 態)を 同定 した上 ±類金属3d内 殻)励 起での共鳴光電子分光より、
ピ
での高分解能測定から各種Ce化 合物の近藤ピーク3d成 分を含む価電子状態や4f成 分を含む電子
テールの温度変化が観測されNCA計 算と比較の上 状態が明らかとなる。これらの結果をクラスター
で議論された。Ybの 系ではYb4f準 位がほとんど 計算と比較することで混成や電子相関などを知る
詰まっているために共鳴光電子測定はYb2+に 対 し ことが出来る。深い内殻の共鳴光電子放出では3
ては無効でYb3+に 対 してもあまり有効とは言えなdや4f成 分の共鳴増大は浅い内殻励起の場合よ
い。 しかし放射光を用いることによって光エネル リ遥かに顕著であるので今後は高エネルギー域で
ギーを十分大き く取 りた とえば125eVと かに設 高分解能の測定が必要とされている。このほか放
定すれ ば、He放 電管(Hel,ll)に 比べて遥かに 射光を用いた実験として、NiOお よびK2Ni(CN)4
Yb4fの 励起断面積が大きい条件下での測定が可能 のNi2p共 鴫光電子放出の報告があった。平面
とな る 。 こ れ を 利 用 してYb.As,な ら び に 系錯体である後者の場合には共鳴ピークの運動工
Yb、(As, .,Sb、)3の電荷秩序と構造相転移 に伴 う ネルギーが励起光エネルーに対して傾き一〇.55で
Yb4fバ ン ドの変化あるいは近藤絶縁体YbB、2の 直線的にシフ トする。このような挙動は原子や分
近藤ピークの温度変化などが議論された。4f以 外 子のspectato「 オージエ遷移として知られている。
のs、p,dバ ン ド等については放射光よりもHe放 この結果は固体でのspectato「 オージエ遷移と し
電管の方が励起断面積が大きか った り、また光工 て興味ある結果である。
ネルギー分解能が高かったりするため十分な測定 近年逆光電子分光が盛んであるが、さ らに共鳴
時間をかけたりすると、全体として分解能があが 逆光電子分光の手法が登場 してきた。これは励起
る場合 がある 。その よ うな測定 の一 例 と して 電子線エネルギーを内殻吸収エネルギーに共鳴さ
YbB,2の 場合には伝導ギャップはバン ドに生 じて せることで、発光と逆光電子が干渉 し共鳴増大が
おり近藤効果とは直接関係 しないとの報告があっ 起こる現象である。共鳴を離れたところで出てく
た。He放 電管を用いた測定はこれ以外にもいく る多重項成分の起源についての詳細な実験と理論
つもの遷移金属化合物系について行われ、金属一 的解析が報告された。ただ し表面 とバルクの電子




3d,3p,3S内 殻領域でのメインバン ドとサテライ は盛んになると思われる。理論の方からはこれ ら
トのスピン偏極の詳細な励起エネルギー依存性、 の実験を解析 したり新 しい実験を示唆する幾つか
試料温度依存性に加えて内殻共鳴励起下でのスピ の報告がなされた。2次 光学過程の選択則、共鳴
ン偏極光電子偏極など新 しい結果が議論 された。 逆光電子過程の理論、大きなクラスターを考えた
Niに ついては角度分解光電子放出の磁気直線偏光 電子状態計算、サテライ ト間スクリーニングによ
二色性(MLDAD)の 測定結果も報告された。d-fる 固体効果の議論、多重項 と高次の交換相互作用
遷移とd-p遷 移の干渉を考える範囲でMLDADは を取り入れたアクチナイ ドのXPS,PES-IIPES
MCDの 結果に一致する。その意味でこれまでの理 スペク トル計算などがそれである。
論計算では説明できない新 しい結果が得 られてい
る。オージエ崩壊を伴 う場合には両者は不一致と4.ま とめ




ての2pX線 光電子スペク トルとKα1 、X線 発光ス としたが、2日 間にわたり活発な議論が展開され
ペク トルの半値幅についての議論が興味を引いた。 た。この1、2年 の実験装置の進歩は目を見張るも
LaCoO3は 低温で低スピンであるが、高温でのス のがあ り発展期にさしかかったことをうかがわせ
ピン状態が高スピンであるのか、それとも内殻に るに十分である。先端研究としてますますの発展












シ ョップが、平成8年5月15日(金)午 後1時 発達 していることを示 した。松原英一郎(京 大 、
から16日(土)午 前11時30分 までの2日 間、 工学部)は 大きなガラス形成能をもつ金属ガラス




テライ ト会議の位置付けで行なわれた。このため 重要な役割を果 している事 を示 した。中嶋英雄
に、増本先生の退官記念行事に出席する人々が本(岩 手大、工学部)は 、Zr-Al-Ni-Cu金 属ガラスの
ワークシ ョップにも多数参加下さった結果、参加 拡散係数がガラス固体に比べて過冷却液体で著 し
総数は100名 を上回る大変盛況なワークシ ョッ く大きくな り、その原因が過剰エ ン トロピーの増
プとなり、成功裡に終えることが出来た。 大にあると推察 した。また、AI-Pd-Mn単 準結晶
本ワークショップの講演者は14名 であり、今 中の拡散がAI合 金中のAlの 拡散とほぼ一致 してい
回は退官記念会のサテライ ト会議の意味あいもあ ることを示 した。春山修身(東 京理科大、理工学






各講演者の内容を簡単に紹介する。 北大、工学部)は 、スパ ッタ法で作製 したFe-La
福永俊晴(名 大、工学部)は メ力二力ル ミリン やFe-Y系 アモルファス合金は20面 体クラスター
グによる結晶からアモルファス相の生成過程を中 に類似 した局所構造を有 しており、この特殊構造
性子回折法を用いた微視的な原子配列構造の観点 の磁気的性質との関連性 について報告 した。井野
から詳細に調べ、それが結晶構造により異なり、 博満(東 大、工学部)は 、La-FeやPr-Fe系 アモル
この違いがアモルファス化の容易さに反映される ファス合金の磁性と構造の関係を調べ、Feを 溶質




系アモルファス相の焼なましの初期段階の構造変 水谷宇一郎(名 大、工学部)は スパ ッタ法で作製
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したMo-Ge系 アモルファス相の組成の変化により の大きな溶質原子がアモルファス/初 析結晶界面
生じる金属 一絶縁体転移現象を調べ、その原因を に偏析 し、この偏析効果により残存アモルファス
電子物性の変化から説明できることを示 した。早 相の熱的安定性が高まる結果、ナノ組織が形成さ
乙女康典(群 馬大、工学部)は 金属ガラスの結晶 れ、 しかもこのナ ノ組織が高温域まで保持される
化前に現われる過冷却液体が理想的な超塑性特性 ことを示した。青木清(北 見工大)はTiAIを 水素
を示 し、この超粘性流動を利用することによ り微 中でメ力二力ルミリングすることにより、水素を
少歯車などの種々の複雑形状材への加工を行うこ 吸蔵させたアモル ファス相を得ることが出来、こ
とができ、マイクロマシン部材 として有望である れを加熱し、水素を脱蔵さぜると共に結晶化させ
ことを示 した。東健司(大 阪府大、工学部)はAlる ことにより、組織を微細化でき、機械的性質が
基のアモルファス相などの結晶化を利用 して作製 向上することを示した。長村光造(京 大、工学部)
したナノ結晶バルク材が1～10s-1の 超高速ひず は理想的なメゾスコピック化を追及することによ
み速度域においても数百%の 伸びを伴 った超高速 り、A1系 時効合金において約900MPaの 高強度
超塑性を発現することを示し、新 しい超塑性材料 化を達成できること、また超伝導材料においては
と して今後の発展が期待できる事を強調 した。横 高Jc化 を果せることを示すと共に、その機構にお
山嘉彦(姫 路工大、工学部)はAl-Pd-Mn-Fe系 合 いてメゾ組織の重要性を指摘した。
金を基本組成として正20面 体の強磁性を示す準 非平衡相材料のワークショップが約5年 ぶりに
結晶を探査 した結果、Al-Pd-Mn-Fe-Bで 正20面 開かれたこともあって、各講演者が最近の数年間
体強磁準結晶が、Al-Mn-Ge-Fe系 合金では正10の データを公表 して下さり、大変有意義な会議で
角形強磁性準結晶が生成することを示すと共に、 あったと思われる。非平衡相材料に関する研究は、
その発現機構についてのBやGeの 効果の検討結果 バルク金属ガラスの出現と相まって、国内のみな
を示 した。宝野和博(金 材技研)はAl基 やFe基 ア らず世界的に見ても再び活発化 しており、来年以
モルファス相の結晶化により生成するナノ結晶化 降もこの種のワークショップを継続 して行ってい
過程をア トムプロープFIM法 により調べ、原子径 くことを確認 して、終了 した。
【プログラム】
鯉
1255～1300は じめに 東北大金研 井上 明久
1300～1330ミ リングによるアモルファス化 と構造変化 名大工 福永 俊晴
1330～1400最 新電顕法 によるアモルファス合金構造の解析 阪大産研 弘津 禎彦
1400～1430金 属ガラスの局所構i造と熱的安定性発現の機構 京大工 松原 英一郎
1430～1500Zr,5Al1。Ni1。Cu,5金 属ガラスおよびAl,。Pd,,sMns.s単・準結晶中の拡散
岩大工 中嶋 英雄





IMRニ ュ ー スNo.25ワ ー ク シ ョ ップ 報 告
榊 ・、β・爾 聯 ξ卸師5鵜 ∫二'」諾舟
16:15～16:45Superferromagnetism一 強磁性相互作用 を有す るクラス ター系 の磁性
東大工 井 野 博満
16:45～17:15ア モル ファス物 質の金属 一絶縁体転 移現象 名大工 水谷 宇一郎
17:15～17:45マ イクロマ シン用材料 としてのアモ ルファス合金へ の期待
群 馬大工 早乙女 康典
18:00～20:00懇i親 会
鯉
8:45～9:15非 平衡材料 の高速超塑性 大 阪府立大工 東 健司
9:15～9:45強 磁性準結 晶の探査 と今後の課題 姫路工大工 横 山嘉彦
g:45～10:15ア トム プロー ブによるナノ結晶組織 形成 に関す る研 究
科技庁金材技研 宝 野 和博
10:15～10:45水 素 中 ミリングによるTiAlのHDDRと 組織 制御 北 見工大工 青木 清
10:45～ll:15メ ゾス コピ ック組織制御 と材料物性 京 大工学研究科 長村 光造{
11:15～11:30お わ りに 東 北大金研 井 上 明久
■■■■■■國■■■■■■■■■■■■■■■■暉關■.一





AI基 アモル ファス相 か ら得 られるナ ノ結晶材 が優 れた高速超塑性 を示 すこ とが本 ワー クショッ
プで示 されてい るが、この超 塑性 を利 用 して作製 されたナノ結晶AI合 金製の プ レー トが増本 先







氏名 ・所属 ・身分 招聰期間 研 究テーマ 受入制度 ・身分 ・ 〈世話部門〉
松原 英 一郎1996。4.1一 バ ルクアモ ルファス合金の 客員研 究部門1種
京都大 学工 学研 究科 助教授1996.9.30構i造 解析 材料 プロセス評価学研究部 門
併任助教授 〈井上研究室 〉
永 田 明彦1996.4.1一 酸化物超伝導体の組織制御 客員研 究部門1種
秋田大学鉱山学部物質工学科1996.9.30に よる臨界電流密度の向上 材料設計 学研 究部 門
教授 併任教授 〈花 田研究室 〉
大嶋 隆一郎1996.4.1一 共有結 合型結晶の照射誘起 客員研 究部門1種
大阪府立大学先端科学研究所 教授1996.9.30欠 陥 材料物性学研 究部門
併任 教授 〈山口(貞)研 究室 〉 〔
吉 田 博1996.4.1一 機 能性物 質開発の ため の物 客員研 究部門1種
大阪大学 産業科学研究所 教授1996.9.30質 開発 新素材設計 開発施設 ・併任教授
〈新素材 設計 開発施設>
RARLINSKI,Krzysztofl996.8」 一 強誘電体分子性結 晶の粘界 客員研 究部門III種
ポーラ ン ド1997.3.31挙 動 の ダイナ ミックシ ミュ 附属新素材 設計 開発施設 ・客員
原子核物理核理学研究所教授 レー シ ョン 教授 く新 素材 設計 開発施設>
CAVENE'rrBrianCliffordl996.7.6一 半導体量子構造 の光物性 客員研 究部門III種
1996.12.14物 質創製学研 究部 門 ・客員教授
〈八百研 究室>
EL-ESKANDARANY,MohamedSherif,1995.7.23一 超清浄環境 下での固相化学 卓越 した研 究拠点(COE)事 業
MohamedMostafal997.3.31反 応 によるナノ グラニュ 外国人研 究員 ・客員教授
エジプ ト アル ・アザール大学工学部 ラー物質創 製 と機 能評価 〈鈴木研 究室 〉
講師
VILCA,DomingoHuertal995.10.9一 アモル ファス合金 を前駆体 卓越 した研 究拠点(COE)事 業
ペルー クラウス タール工科 大学1997,3.31と す る電極 活物質 の探索 外国人研 究員 ・客員助教授
研 究員 〈橋本研 究室>
NAGARA∫AN,Rajagoparan1996.4.1一 卓越 した研 究拠点(COE)事 業
1997.3.31非 常勤研 究員 ・講 師
〈井上研 究室 〉
勅使 河原 誠1995.5.1一 卓越 した研 究拠点(COE)事 業
1997.3.31非 常勤研 究員 ・講 師
〈茅野研 究室 〉
張 波葬19955.1一 卓越 した研 究拠点(COE)事 業




氏名 ・所属 ・身分 招聰期間 研究 テーマ 受入制度 ・身分 ・ 〈世話部門 〉
小 坂 昌史1996.4.1一 卓越 した研 究拠点(COE)事 業
1997.3.31非 常勤研究員 ・講 師
く山口(泰)研 究室 〉
森川 啓志1995.5.1一 卓越 した研 究拠点(COE)事 業
1997.3.31非 常勤研究員 ・講師
く八百研究室 〉
稲葉 克彦1995.5,1一 卓越 した研究拠点(COE)事 業
1997.3.31非 常勤研究員 ・講師
〈福 田研究室 〉




英国1997.9.30構 造の研 究 欧州委員 ・学振 ポス トドク トラ
ル フェローシップ共同事 業に よ
る外 国人特別研 究員
TINDALL,Craig1995.6.3一 ポイン トプローブ法 に よる 日本学術振興会
アメ リカ カリフォルニア1997.6.2界 面の原子 レベルでの研究 外 国人特別研 究員(アメリカ)
アービン大学 学生 く教授 ・櫻井 利夫>
TOMASINI,Pierre1995.10.1-II-VI族 化合物半導体 の量子 日本学術振興会
フランス モ ンペ リエ大学1996.9.30構 造 の研 究 外 国人特別研 究員
凝縮物質学科大学院修了 く教授 ・八百 隆文>
lEPELBAUM ,BorisMarovichl996.1.8一 特殊形状結 晶成長の研究 日本学術振興会
ロシア科学 アカデ ミー固体物 理学研1996.10.7重 点領域外国人招 へい研 究者 ・
究所 研 究室長 長期 〈教授 ・福 田 承 生 〉
加藤 秀実1996.4.1一 金属 ガラス粉末の固化成形 日本学術振興会
東北大学大学院工学研究科博士 課程1999.331特 別研究員
前期2年 く教授 ・井上 明久 〉
野村 直之1996.4.1一 回転電極法 を用 いたNb-Al日 本学術振興会
東北大学大学院工学研 究科博士 課程1999.3.31基 合金の作 製 と組織 制御 特別研 究員
前期2年 〈教授 ・花 田 修 治 〉
三井 裕之1995.4.1一 アル ミニ ウムー高融 点金属合 日本学術振興会
東北大学大学院理学研 究科博士 課程1997.3.31金 の耐高温腐食性 に関す る 特別研 究員
後期3年 研究 く教授 ・橋本功 二 〉
-17一
氏名 ・所属 ・身分 招膀期間 研究 テーマ 受入制度 ・身分 ・ 〈世話部 門〉
泉屋 宏一1995.4.1一 海水電解用酸素発生電極 の 日本 学術振興会
東北大学大学 院理学研究科博士課程1998.3.31研 究 特 別研 究員
後期2年 〈教授 ・橋本功二 〉
大嶋 江利 子1994.4.1一 タ リウム系銅酸化物高温超 日本 学術振興会
東北大学大学 院理学研究科博士課程1997.3.31伝 導 の構造 と超伝導物 質 特別研究員
後期3年 く教授 ・庄野安彦 〉
鈴木 栄男1996.41一 ランタン系酸化物超伝導体 日本学術振興会
東北大学大学院工学研 究科博士課程1998.3.31の 低温 におけ る結 晶構造 と 特別研究員(
後期2年 電子状態 〈教授 ・深瀬 哲郎 〉
松 田 康 弘1996.4.1一 超 高圧 ・強磁場 ・極低温下 日本学術振興会
東北大学大学院工学研 究科博士 課程1998,331で の固体 の光物性 に関す る 特別研 究員
後期3年 実験 的研 究 〈教授 ・八百 隆文 〉
富 家 英登1996.4.1-SCaMIAFMISTM複 合顕微 日本学術振 興会
東 北大学大 学院工学研 究科博士 課程1999.3.31鏡 の開発 とナノスケール半 特別研 究員
前期2年 導体評価技術の確立 く教授 ・八百 隆文 〉
村 岡 祐治1996.1.1一 ビスマス系銅酸化物超伝 導 日本 学術振 興会
東北大学大 学院理学研 究科博士課程1998.12.31体 へ のイ ンター カレー シ ョ 特別研 究員
後期3年 修 了 ンとその結晶構造解析 〈教授 ・平賀 賢二 〉
濱本 輝文1994.4、1一 ス ピ ンパ イエルス転移物 質 日本学術振興会
東北大学大学 院理学研究科博士課程1997.3.31ゲ ルマ ニウムの強磁場物性 特別研究員
後期3年 〈教授 ・本河光博 〉
-18一
氏 名 年 月 日 異動種別 異動後 の身分
花 田 貴1996.6.1新 規採用 電子材料物性学研 究部 門 助手
ラジャパ グナナモー1996.6.30辞 職(帰 国〉
シー
末 澤 正 志1996.8.1昇 任 結晶欠陥物性学研 究部門 教授
我 妻 和 明1996.9,1昇 任 分析科学研 究部門(部 門担当)助 教授
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応募締め切 り:平 成8年10月31日(消 印有効とする、簡易書留で送付すること)
書類送付及び問い合わせ先:





lMRニ ュ ー スNo.251MRINFORMATIONBUREAU
● 東 北 大 学 金 属 材 料 研 究 所 発 行 出 版 物 ●
1)研 究所概 要パンフ レツ ト 『東北大学金属材料研究所1996』 … 一 一 ・1996年5月 発行
2)広 報紙 『IMRニ ュー ス』(No.24-25)… 一一・・一 … 一 一一1996年5月,9月 発行
3)共 同研究報告書
『東北大 学金属材料研究所 研究部共 同研究報告』 一一・・一一… 一一1996年5月 発行
『東北大 学金属材料研究所 強磁場超伝導材料研究セ ンタ平成7年 次報告 』 ・・1996年6月 発行
『新素材開発施設共同利用研究報告書』 一一・・・・… 一一一・・…1996年6月 発行
4)論 文 リス トご1『Li
stofPapersPublishedbytheMembersoflnstituteforMaterialsResearch,TohokuUniversity1995』
…1996年 秋 発 行 予 定
5)評 価 報 告 書
『菓 北 大 学 金 属 材 料 研 究 所 外 部 評 価 報 告 書 』(1995.4実 施)一 一 ・ ・ ・ …1995年7月 発 行
点 検 評 価 委 員 会 報 告 集 『東 北 大 学 金 属 材 料 研 究 所 の 活 動1993年 度 一1994年 度 』
・ … 一 一 ・ … 一 ・ ・1996年3月 発 行
6)論 文 集(Sci.Rep.RITU,A)
『ルla'erialsDes'8nbyComputerSimulat'onlll一 ルlicroclusters,Sufface,andGrain、Boudaries-』
(Vol.41-2♪ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …1996年3月 発 行
『AmorphousMateriatsXVII』(Vol,42.D・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …-1996年3月 発 行
『Advanced、Researchin」High、Field」Laborato読yforSuperconductingMateriats』(VoL42-2♪
一 一 ・ ・ ・ … 一 一 ・ ・ … 一 一1996年7月 発 行
7)そ の 他
『新 素 材 開 発 施 設 の 歩 み 』 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …1996年3月 発 行
● 商 業 紙 に 掲 載 さ れ た 本 所 関 連 記 事(1996.5-1996.8)●
東 北 の 国 公 立 大100人 が3月 で 退 官(う ち 東 北 大 学48人)
・ 一 増 本 健 教 授=河 北 新 報(1996 .227)/河 北 新 報(1996.3.30)
金 属 を 人 工 的 に ポ ー ラ ス(多 孔 質)化 す る こ と に 成 功 した 。 実 用 化 で き れ ば 、 構 造 材 料 の 軽 量 化 や 触 媒
材 料 、 複 合 材 料 の 母 材 な ど 幅 広 い 用 途 が 見 込 め る 。




本学学長の任 期満了 に伴 い、8月27日 か ら9月25日 にか けて 、学長選が行なわれ る。有力候補者 の一
人 と して元本所所長の増本健氏が挙 げられている。
… 元本所所長増本健氏ほか4名:河 北新 聞(1996 .7.18)
本学学長の任期満了 に伴 う第一次 学長選(8月27日)の 結果 、本研究所の鈴木謙爾所長、増本健元所長
を含む上位15名 が選出され た。
… 鈴木謙爾所長 、増本健元所長 ほか13名:河 北新聞(1996828)
米国科学情報協会 が5年 に1回 発刊 している"サ イエンス ウオ ッヂ に引用回数で世界第2位 にラ ンキ ン
グされた。 ・一一 井上 明久教授:日 刊工業新聞(1996B.30)
(
● 外 来 者 に よ る 講 演 会(1996.5-一 一1996.8)●
光 技 術 の 将 来 展 望




第 一原 理 か6の 物 性 予 測 と物 質 設 計(第2回 ♪
大 阪大 学 産 業 科 学 研 究 所 吉 田 博 教 授 八 百 研5/30
高 牲能 電子 顕 微 鏡 を用 ωた 拷 造 欠 陥 の 解 祈
ブル ックヘ ブ ン 国立 研 究 所(ア メ リカ)BrookhavenNationalLaboratory,USA,Dr.YimeiZhu
平 賀 研6/24i
第 一原 理か5の 物 性 予測 と物 質 設 計(第3回)
大 阪 大 学 産 業 科 学 研 究 所 吉 田 博 教 授 八 百 研7/4
メ ソヌ コ ピ ック系 の 物 理












1ndustrialTechnologyResearchlnstiute,TaiwanDnJung-TsungHsu… ・…… 福 田 研7/15
量 子#戸 中 の 電 子 の逆 局 在
九 州 大 学 理 学 部物 理 学 教 室 小 田 垣 孝 教 授 鈴 木 研7/17
シン ガ ポ ール 国立 大 学 に お け る 光 学 結 晶 研 究 の 現 状
シ ン ガ ポ ール 国 立 大 学 情 報 蓄 積 研 究 所T.aChong博 士 福 田研7/17
〃-W族 半 導 体 の 物 性及 び光 電 デ デ7('イス へ の応 用
〔DeparしmentofPhysicsHeriot-WattUniversity,U.K.,Prof.B.C,Cavenett八 百 研7/17
磁 気 コ ン プ トンな ξ1びに 磁気 円 二 色 姓 に よ る強 磁 性 体 の研 究
群 馬 大 学 工 学 部 伊 藤 文 武 教 授 塩 川 研7/19
化 学 物 半導 体 の 局時 ドー ピン グ に よ り価 電 子 制 御 と 物質 設 計
大 阪大 学 産 業 科 学 研 究 所 吉 田 博 教 授 八百 研8/1
Sθm'conductorPわys/05L∂ 亡},θ亡1S'∂「η∂むθσ
一1η 亡rodUC亡'ση ∂η〔1Somθ 月θ0θη亡レVork-
Quaid-i-AzamUniversity,Pakistan,Prof.M.Zafarlqbal末 澤 研8/8
DesignofSmartComposite5
ワ シン トン大 学 米 国 田 谷 稔 教 授 花 田 研8/21
MBE,法 に よ る 〃-Vノ族 化 合 物 半導 体 の結 晶 成 長
日本 ビ クタ ー 株 式 会 社 大 塚 武 夫 八 百 研8/22
● 主 な 見 学 者(1995.11-1996.8)●
日 本 電 子 株式 会 社 取 締役 会 長 竹 内 隆 氏 他2名1995,11.08
科 学 技 術 庁 金 属技 術材 料研 究 所 極 限場 研 究 セ ン ター 長 前 田弘 氏 他1名1995,1124
ホ ンダ エ ン ジ ニ ア リン グ株 式 会 社 栃木 技術 セ ン タ ー 技 術 主 幹 菅 野 忠 雄 氏 他1名___..1995,1127
東 北 工 業 研 究 所3名1995,1129
中 国 冶 金 工 業 部 訪 日団 冶 金 工 業 部 長 沙 鉱 冶 研 究 院 院 長ZhangJingsheng他8名 …・…1995.12,05




秋 田大 学 鉱 山 学 部 後 藤 正 治 教 授 他2名1995.12.21
中 国 科 学 院 金 属 研 究 所 主 任 郭 健 亭 氏 他1名1995,12,22
英 国 大 使 館 科 学 技 術 参 事 官Dr、Cox他1名1996,1.19
嶺 東 専 門 大 学 金 属 科 助 教 授 林 夷 原 氏 他1名1996.2、02
(株)超 高 温 材 料 研 究 所 代 表 取 締役 社 長 萩 原定 秀氏1996,207
科 学 技 術 庁 研 究 開 発 局 材 料 開 発 推 進 局 室 長 井 元 良 氏 他1名1996,2,09
第2回 日 日韓 電 気 化 学 セ ミ ナ ー 参 加 者 韓 国 科 学 者1996.2.15
韓 国 科 学 技 術 研 究 院化 学 工 学 研 究 部 責 任 研 究 員 弄 景 錫 氏1996,2.16
東 北 財 務 局 局長 西 田 等 氏 他1名19962.21
文部 省 大 臣 官 房文 教 施 設部 名 古 屋 工 事 事 務 所 工 管 係 長 小 松 幸 雄氏 他3名 …………・…1996.222
文 部省 予 算 班 第 一 予 算班 国立 学校 第 一 係 係 長 土 松 憲 司氏 他2名19962,27
(財)次 世 代 金 属 ・複 合 材 料 研 究 開 発 協 会 金 属 材 料 技 術 部 長 富 田 孚 氏 他15名1996.2.29
NationalResearchCouncilofCanadaDr,MichaelGattrell1996.3.04
日本 学 術 会 議 事 務 局 総 理 府事 務 官 山 口 潔氏 他2名1996.3,06
新 東 ブ レー タ ー(株)大 崎 製 造所 材 料 開 発 担 当 課 長 黒 崎 順 功 氏 他1名1996.3.07
文 部 省 学 術 国 際 局 学 術 課 総 務 係 長 小 池 氏 他1名1996.3.07
国 立 順 天 大 学 校 工 学 大 学 金 属 工 学 科 副教 授 金嫡 日氏 他1名1996.3.08
通 産 省 工 業 技 術 院 機 械 技 術 研 究 所 生 産 シ ス テ ム 部 変 形工 学研 究室 須 藤 摂 子 氏1996、3,12
金 属 材 料 技 術 研 究 所 大 橋 重 雄 主 任 研 究 官 他1名1996.3.15
中 国科 学 院 金 属 腐 食 防 護 研 究 所WeiKe所 長 他1名19963.15
CorrosionandProtectionConter,UniversityofManchesterInstituteofScienceandTechnology
Dr.PeterSkeldon1996.325
東 京 大 学 先 端 科 学 技 術 研 究 セ ンタ ー 内 田 良 一 経 理 掛 長 他2名1996.3.27
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(株)荏 原総合研究所 流体研究所 横田 洋 主任研究員 他1名1996.4.25
会計検査院第四局文部検査第二課 渡邊健二 総括副長1996.5.16
文部省国際学術課官 岩本 拓水 学術交流1996.5.20
文部省高等教育局 小川清四郎 大学課補佐 他3名1996.5,30
日本学術振興会 特別研究員 マルクス ・ウォルガンテン氏1996.6.03
上海交通大学 材料科学及工程研究所Linロongliang所 長 他1名(副 教授MaoDali)
(19967,08
宮城県商工労働部(産 業政策担当)澤 昭 裕 次長 他2名1996.7.23
東北大学 西澤 潤一 総長1996.8.08
城北中学校 教職員31名1996.821
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25-005高 純 度 鉄 お よ び 鉄 合 金 の 研 究 安 彦 兼 次 金 属65
(1995),[1]53-58
25-006ベ ー ス メ タ ル の 超 高 度 純 度 化 安 彦 兼 次 メ カ ラ イ フ43
(1996),44-46
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25-016Fe,Co,Ni基 金 属 間 化 合 物 の 環 境 脆 化 高 杉 隆 幸 金 属 間 化 合 物 一 新 高 温 構
造 材 料 と し て の 可 能 性 一












































































1MRニ ュ ー スNo.25最 近 発 表 さ れ た 論 文 等 リス ト














25-038半 導 体 表 面 の ア トム プ ロ セ ス 橋 詰 富 博 ・ 桜 井 利 夫 季 刊 化 学 総 説26
(1995),122-146
25-039STMに よ る 表 面 構 造 解 析 と 材 料 開 発 橋 詰 富 博 ・XueQ.ナ ノ ・メ ゾ 組 織 制 御 と 高
桜 井 利 夫 機 能 材 料 開 発,日 本 金 属
学 会 編,(1995),73-80














25-044シ リ コ ン ボ ラ イ ドの 熱 電 特 性 に 及 ぼ す 相 組 成 陳 立 東 ・ 後 藤 孝 電 気 学 会 論 文 誌A,116
お よ び 微 細 構 造 の 影 響 李 剣 輝 ・ 新 野 正 之(1996),248-252
平 井 敏 雄
25-045ア ー ク 溶 解 法 に よ るB-C-Si系 複 合 セ ラ ミ ッ ク 後 藤 孝 ・ 伊 藤 永 二 粉 体 お よ び 粉 末 冶 金43
ス の 作 製 と そ の 熱 電 性 能 向 田 雅 一 ・ 平 井 敏 雄(1996),311-315
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25-059高 電 気 抵 抗Fe基 ナ ノ 結 晶 薄 膜 の 磁 気 特 性 と磁 早 川 康 男 ・ 長 谷 川 直 也 日 本 応 用 磁 気 学 会 誌20
気 抵 抗 効 果 牧 野 彰 宏 ・ 三 谷 誠 司(1996),425-428














































25-071不 可 逆 曲 線 一 磁 束 ク リ ー プ か ら の 立 場 一 渡 辺 和 雄ISTECジ ャ ー ナ ル8
(1995),[4]27-29
25-072Nb,Sn超 伝 導 線 材 の 応 力 ・歪 効 果 と 照 射 効 果 渡 辺 和 雄 核 融 合 炉 用 先 進 超 伝 導 導
体,研 究 調 査 報 告 割=
Nb3Sn系 超 伝 導 導 体,核











25-075ウ ラ ン の 水 素 吸 蔵 特 性 を 利 用 し た 電 力 貯 蔵 シ 山 脇 道 夫 ・ 伊 藤 洋 原 子 力 工 業41
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質 李 剣 輝 ・ 後 藤 孝(1996),278-282
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25-104未 来 材 料 と し て の バ ル ク ア モ ル フ ァ ス 合 金 井 上 明 久 機 能 材 料16
(1996),[5]5-13
25-105ア モ ル フ ァ ス 合 金 作 製 技 術 井 上 明 久 ま て り あ35
(1996),244-249
25-106過 冷 液 滴 急 冷 法 に よ る 扁 平 状 非 晶 質 合 金 粉 小 口 昌 弘 ・ 原 川 義 夫 ま て り あ35

























25-113Fe-X-O(X=Y、Nd,Sm,Gd,Tb,Dy)系 薄 膜 の 磁 気 特 小 林 伸 聖 ・ 大 沼 繁 弘 日 本 応 用 磁 気 学 会 誌20
性 に 及 ぼ すNi,Pd,Ptの 添 加 効 果 藤 森 啓 安 ・ 増 本 健(1996),473-476
-35
番 号 題 目 発 表 者 掲 載 誌 等
25-114Fe-X-0(XニY,Nd,Sm,Gd,Tb,Dy)系 高 電 気 抵 抗 膜 小 林 伸 聖 ・ 大 沼 繁 弘 日 本 応 用 磁 気 学 会 誌20
の 軟 磁 気 特 性 藤 森 啓 安 ・ 増 本 健(1996),469-472
25-115単 原 子 層 蒸 着 に よ るAu(111>上[Fe(nML)/中 澤 弘 実 ・ 三 谷 誠 司 日 本 応 用 磁 気 学 会 誌20
Au(nML)](n=1,2,3>多 層 膜 の 作 製 と 垂 直 磁 気 高 梨 弘 毅 ・ 中 嶋 英 雄(1996),353-356
異 方 性 大 沢 明 ・ 藤 森 啓 安
25-116Co-Al-0系 グ ラ ニ ュ ラ ー 構 造 膜 の 高 周 波 軟 磁 大 沼 繁 弘 ・ 三 谷 誠 司 日 本 応 用 磁 気 学 会 誌20
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25-128非 平 衡 金 属 微 粒 子 の 作 製 と 構 造 ・物 性 の 研 究 隅 山 兼 治 粉 体 お よ び 粉 末 冶 金43
(1996),567-572





































































25-147陽 電 子 消 滅 法 の 原 理 と 格 子 欠 陥 研 究 長 谷 川 雅 幸 ま て り あ35
(1996),93-102
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25--162B2-CoZr規 則 合 金 の メ カ ニ カ ル ミ リ ン グ に よ 那 須 稔 雄 ・ 桜 井 雅 樹 粉 体 お よ び 粉 末 冶 金42
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25-224NaCl水 溶 液 中 の 白 金 電 極 に お け る 特 異 な 塩 素 原 基 ・ 中 川 時 子 日 本 金 属 学 会 誌60
発 生 機 構 の 解 明 山 口 邦 彦 ・ 浅 見 勝 彦(1996),398-405
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25-236高 ク ロ ム ー 鉄 合 金 の 高 純 度 化 に よ る 延 性 改 善 加 藤 康 ・ 安 彦 兼 次 ま て り あ34
(1995),314-318
25-237SUS304L鋼 に お け る 極 低 温 等 温 保 持 中 の α'村 上 善 明 ・ 柴 田 浩 司 熱 処 理35
マ ル テ ン サ イ ト生 成 に 及 ぼ す 熱 処 理 と 強 磁 場 渡 辺 和 雄 ・ 淡 路 智(1995),335-340
の 影 響
25-238新 素 材 の 超 塑 性 一 セ ラ ミ ッ ク ス,金 属 間 化 合 若 井 史 博 ・ 花 田 修 治 塑 性 と 加 工37
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Glancing-lncidenceand-TakeoffX-rayandHirokawaK.(1996),295-298
Fluorescence
25-245Nb-Ti添 加 高 張 力 鋼 の 析 出 物 分 析 法 と 析 出 挙 高 山 透 ・ 日 野 谷 重 晴 鉄 と 鋼82
動 石 黒 三 岐 雄 ・ 黒 澤 文 夫(1996),147-152
安 原 久 雄 ・ 源 内 規 夫
千 野 淳 ・ 九 津 見 啓 之
儀 賀 義 勝 ・ 助 信 豊
内 山 雅 夫 ・ 石 井 実
25-246斜 入 射 ・斜 出 射 一 蛍 光X線 分 析 法 に よ る 表 面 辻 幸 一 ・ 広 川 吉 之 助 表 面 科 学17
反 応 の 評 価(1996),346-351
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25-260ヘ リ ウ ム フ リ ー 超 電 導 マ グ ネ ッ ト 櫻 庭 順 二 ・ 石 原 守 住 友 重 機i械 技 報43
直 原 和 哲 ・ 渡 澤 恵 一(1995),[128]1-5
長 谷 部 次 教 ・ 張 振 坤
















25-264六 方 晶 窒 化 瑚 素 のX線 回 折 に よ る 圧 力 検 定 藤 永 保 夫 ・ 庄 野 安 彦 日 本 金 属 学 会 誌59
(1995),519-524
25-265衝 撃 超 高 圧 下 の 金 属 庄 野 安 彦 金 属 物 性 基 礎 講 座16,
高 圧 現 象,金 子 武 次 郎
lW扁1(1996),461-481
25-266衝 撃 圧 縮 過 程 で 誘 起 さ れ る 相 転 移 庄 野 安 彦 衝 撃 波 ハ ン ド ブ ッ ク ,
高 山 和 喜 編,(1995),
807-819
25-267相 転 移,反 応 を 伴 う 衝 撃 波 庄 野 安 彦 衝 撃 波 ハ ン ドブ ッ ク,
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25_281オ ブ ジ ェ ク ト指 向 設 計 に よ る ア モ ル フ ァ ス 合 小 島 正 美 ・ 中 名 生 充 情 報 知 識 学 会 誌5
金 形 成 領 域 検 出 法 秋 山 庸 二子 ・ 伊 藤 敏 行(1995)49-55
和 田 繁 男 ・ 森 倫 子
余 京 智 ・ 大 野 か お る
川 添 良 幸
(論 文 収 集 日:1996/6/20)
【裏 表 紙 の 図 の 説 明 】
GaAs(OOI)面 上 にlnAs層 をMBE(分 子 線 エ ピ タ キ シ ー)成 長 さ せ た と き に 得 ら れ るln 一終 端
4×2面 の 走 査 ト ン ネ ル 顕 微 鏡 像(サ イ ズ=160A×140A)
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